
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被施療者の自律神経系の生体情報 を検知する生体情報センサーと、
該生体情報センサーによって検知される に基づいて、被施療者の

判定する制御回路と、該制御回路で判定した前記凝り度合い及び
／又はリラックス度合いをその度合いに応じて色別表示する表示装置とを具え

マッサージ機。
【請求項２】
　

前記制御回路は、被施療者の
所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しながら各マッサージ毎に被施療者の
凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定するものとし、前記表示装置は、各マッサ
ージ毎に判定した結果を区別して表示する複数の表示手段を有するものである

10

20

JP 4007765 B2 2007.11.14

である皮膚電気反射
皮膚電気反射 自律神経系

の活性度を検知し、皮膚電気反射が上昇するほど活性度が高く凝り度合いが大きい又はリ
ラックス度合いが低いと

、前記制御
回路は、被施療者の所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しながら各マッサ
ージ毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定するものとし、前記表
示装置は、各マッサージ毎に判定した結果を区別して表示する複数の表示手段を有するも
のである

被施療者の自律神経系の生体情報である脈拍数を検知する生体情報センサーと、該生体
情報センサーによって検知される脈拍数に基づいて、被施療者の自律神経系の活性度を検
知し、脈拍数が上昇するほど活性度が高く凝り度合いが大きい又はリラックス度合いが低
いと判定する制御回路と、該制御回路で判定した前記凝り度合い及び／又はリラックス度
合いをその度合いに応じて色別表示する表示装置とを具え、

マッサージ



【請求項３】
　

マッ
サージ機。
【請求項４】
　

マッサージ機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、被施療者に１或いは複数種類のマッサージを施すことが可能なマッサージ機に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、マッサージ機は図１に示す如く、脚 (11)、座 (12)、背もたれ (13)、及び左右一対
の肘掛け (14)(14)からなる椅子本体 (10)に、複数の施療子 (21)を具えたマッサージ機構 (
２ )を組み込んで構成され、これら複数の施療子 (21)を揺動させたり振動させながら上下
に往復移動させることによって、人体にマッサージを施すものである。
【０００３】
ところで、この種のマッサージ機において、被施療者の凝り等の硬い部位を検出して、最
適な部位に対して集中的なマッサージを行なうマッサージ機が提案されている (特開平 9-7
5413号 )。
【０００４】
また被施療者の脈拍、体温、皮膚電気抵抗等を検知して、被施療者のリラックス度合いに
応じてマッサージ機構を制御するマッサージ機が提案されている (特開平 6-209号 )。
【０００５】
しかしながらこれらのマッサージ機は、凝り度合いやリラックス度合いをその程度に応じ
て表示するようにはなっておらず、被施療者に視覚的に訴えることができなかった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、被施療者の凝り度合いやリラックス度合いを視覚的に認識できるマッサージ機
を提供することを課題とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、被施療者の自律神経系の生体情報 を検知する生体情報セ
ンサーと、この生体情報センサーによって検知される に基づいて、被施療者
の

判定する制御回路と、この制御回路で判定した凝り
度合い及び／又はリラックス度合いをその度合いに応じて色別表示する表示装置とを具え
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機。

被施療者の自律神経系の生体情報である皮膚温度を検知する生体情報センサーと、該生
体情報センサーによって検知される皮膚温度に基づいて、被施療者の自律神経系の活性度
を検知し、皮膚温度が低下するほど活性度が高く凝り度合いが大きい又はリラックス度合
いが低いと判定する制御回路と、該制御回路で判定した前記凝り度合い及び／又はリラッ
クス度合いをその度合いに応じて色別表示する表示装置とを具え、前記制御回路は、被施
療者の所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しながら各マッサージ毎に被施
療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定するものとし、前記表示装置は、各
マッサージ毎に判定した結果を区別して表示する複数の表示手段を有するものである

前記制御回路は、被施療者の複数の部位に対して夫々複数種類のマッサージ動作を施し
ながら各部位に対して各マッサージ毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合
いを判定するものとし、前記表示装置は、各部位別に各マッサージ毎に判定した結果を区
別して表示する複数の表示手段を有するものである請求項１乃至請求項３のいずれかに記
載の

である皮膚電気反射
皮膚電気反射

自律神経系の活性度を検知し、皮膚電気反射が上昇するほど活性度が高く凝り度合いが
大きい又はリラックス度合いが低いと

、前記制御回路は、被施療者の所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しなが



　

　

【０００８】
　かかる構成により、凝り度合いやリラックス度合いの程度を容易に認識でき、例えば凝
り度合いに応じてマッサージの強さや時間を調整するなどマッサージにいろいろと利用で
きる。

【００１１】
また前記制御回路は、被施療者の複数の部位に対して夫々複数種類のマッサージ動作を施
しながら各部位に対して各マッサージ毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度
合いを判定するものとし、前記表示装置は、各部位別に各マッサージ毎に判定した結果を
区別して表示する複数の表示手段を有するものとしてもよい。
【００１２】
かかる構成により、複数の部位毎に、マッサージの種類によって凝り度合いやリラックス
度合いを表示でき、これによって例えば被施療者は部位毎にどのマッサージが最も利くか
の目安をつけることができる
ここで前記複数の表示手段は、各部位別でマッサージの種類毎に一列に並べて配置すれば
よい。またこの表示手段は、異なる色彩を発光することのできるＬＥＤより構成すればよ
い。
【００１３】
そして例えば各々の表示手段は、凝り度合いの大きさにしたがって、大きなものから順に
赤、橙、緑と点灯させたり、リラックス度合いの大きさにしたがって、大きなものから順
に緑、橙、赤と点灯させたりする。
【００１４】
　また前記制御回路は、所定部位で各マッサージ毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリ
ラックス度合いを判定してその結果を表示手段で表示した後で、その部位での被施療者の
凝り度合い及び／又はリラックス度合いの総合判定を その結果を表示手段にて表
示
【００１５】
かかる構成により、その部位にての総合的な凝り度合いやリラックス度合いを認識するこ
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ら各マッサージ毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定するものと
し、前記表示装置は、各マッサージ毎に判定した結果を区別して表示する複数の表示手段
を有するものである。

又本発明は、被施療者の自律神経系の生体情報である脈拍数を検知する生体情報センサ
ーと、該生体情報センサーによって検知される脈拍数に基づいて、被施療者の自律神経系
の活性度を検知し、脈拍数が上昇するほど活性度が高く凝り度合いが大きい又はリラック
ス度合いが低いと判定する制御回路と、該制御回路で判定した前記凝り度合い及び／又は
リラックス度合いをその度合いに応じて色別表示する表示装置とを具え、前記制御回路は
、被施療者の所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しながら各マッサージ毎
に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定するものとし、前記表示装置
は、各マッサージ毎に判定した結果を区別して表示する複数の表示手段を有するものであ
る。

又本発明は、被施療者の自律神経系の生体情報である皮膚温度を検知する生体情報セン
サーと、該生体情報センサーによって検知される皮膚温度に基づいて、被施療者の自律神
経系の活性度を検知し、皮膚温度が低下するほど活性度が高く凝り度合いが大きい又はリ
ラックス度合いが低いと判定する制御回路と、該制御回路で判定した前記凝り度合い及び
／又はリラックス度合いをその度合いに応じて色別表示する表示装置とを具え、前記制御
回路は、被施療者の所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しながら各マッサ
ージ毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定するものとし、前記表
示装置は、各マッサージ毎に判定した結果を区別して表示する複数の表示手段を有するも
のである。

そして、所定の部位に対してマッサージの種類によって凝り度合いやリラックス度
合いを表示でき、これによって被施療者はこの部位に対してはどのマッサージ
が最も利くかの目安をつけることができる。

行ない、
してもよい。



とができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態につき、図面に沿って具体的に説明する。
【００２０】
本発明に係るマッサージ機は、図１に示す如く、脚 (11)、座 (12)、背もたれ (13)、及び左
右一対の肘掛け (14)(14)からなる椅子本体 (10)に、左右一対の複数の施療子 (21)を具えた
マッサージ機構 (２ )を組み込んで構成され、これら複数の施療子 (21)を揺動させたり振動
させながら上下に往復移動させることによって、人体にマッサージを施すものである。
【００２１】
マッサージ機構 (２ )は、図２に示す如く椅子本体 (10)の背もたれ (13)の背部に、前記施療
子を駆動させるための施療子駆動装置 (３ )を具え、該施療子駆動装置 (３ )は、背もたれ (1
3)の背面に取り付けられたサイドフレーム (15)(15)に沿って昇降可能に支持されている。
又、椅子本体 (10)には、施療子昇降用モータ (22)が配備され、該施療子昇降用モータ (22)
はベルト式動力伝達機構 (20)を介してねじ軸 (23)に連繋している。該ねじ軸 (23)は、施療
子駆動装置 (３ )に取り付けられた軸受け (24)に螺合している。
【００２２】
従って、施療子昇降用モータ (22)の正回転、逆回転によってねじ軸 (23)が正回転、逆回転
駆動されると、これに伴って施療子駆動装置 (３ )が昇降することになる。
【００２３】
施療子駆動装置 (３ )は、図３に示す如く、両側部に複数のローラ (43)(43)を具え、これら
のローラ (43)(43)がサイドフレーム (15)(15)に係合して、施療子駆動装置 (３ )の昇降が案
内されている。
【００２４】
施療子駆動装置 (３ )には揉み用モータ (31)が配備され、該揉み用モータ (31)は、ベルト式
動力伝達機構 (32)及び変速機構 (33)を介して、揉み軸 (34)に連繋している。該揉み軸 (34)
には、左右一対の互いに相反する方向に傾斜した軸受け (35)(35)が取り付けられており、
これらの軸受け (35)(35)によって左右一対の揺動アーム (42)(42)が傾斜した状態で枢支さ
れている。各揺動アーム (42)の先端部には、略くの字状の施療アーム (36)が枢支され、該
施療アーム (36)の両端部に施療子 (21)(21)が回転可能に取り付けられている。揺動アーム
(42)の基端部は球関節を介してロッド (41)が取り付けられている。
【００２５】
又、施療子駆動装置 (３ )には叩き用モータ (37)が配備され、該叩き用モータ (37)は、ベル
ト式動力伝達機構 (38)を介して叩き軸 (39)に連繋している。該叩き軸 (39)には、左右一対
の互いに１８０度位相がづれた偏心軸受け (40)(40)が取り付けられており、これらの偏心
軸受け (40)(40)によって左右一対の前記ロッド (41)(41)の基端部が支持されている。
【００２６】
従って、揉み用モータ (31)によって揉み軸 (34)が回転駆動されると、揉み軸 (34)には、揺
動アーム (42)(42)が傾斜した状態で枢支されており、揺動アーム (42)(42)はロッド (41)(4
1)に夫々接続されて回転が阻止されているから、揺動アーム (42)(42)が左右に揺動し、施
療子 (21)(21)が接近、離間を繰り返しながら往復移動して、揉み動作を行う。
【００２７】
又、叩き用モータ (37)によって叩き軸 (39)が回転駆動されると、ロッド (41)(41)を介して
、揺動アーム (42)(42)を  主に前後方向に揺動させ、施療子 (21)(21)は前後上下方向に往
復移動して叩き動作が行われる。
【００２８】
前記マッサージ機構 (２ )とは別に、フットレスト (91)内には、ふくらはぎを振動マッサー
ジするためのバイブブレータ (90)が内蔵されている。
【００２９】
上記本発明のマッサージ機は、図１に示す様に、リモートコントローラ (７ )を操作するこ
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とによって、動作させることが可能である。
【００３０】
リモートコントローラ (７ )は、図５に示す如く、縦型のケーシング (70)の表面に表示装置
(71)及び複数の操作釦 (72)を配備して構成されている。ケーシング (70)の右側面には、発
光素子及び受光素子によって構成される脈拍センサー (52)と、サーミスタによって構成さ
れる皮膚温センサー (53)が配備されると共に、ケーシング (70)の両側面には、一対の電極
(51a)(51b)からなる皮膚電気反射センサー (51) （以降、ＧＳＲセンサーという）が配備
されており、鎖線で示す様に左手で把持したとき、人差し指が皮膚温センサー (53)に、中
指が脈拍センサー (52)に、薬指及び小指がＧＳＲセンサー (51)の一方の電極 (51b)に、手
のひらがＧＳＲセンサー (51)の他方の電極 (51a)に接触するようになっている。皮膚電気
反射（ＧＳＲ）とは、皮膚電気抵抗の逆数である。
【００３１】
リモートコントローラ (７ )の表示装置は (71)を図６に示す。「首／肩」「背中」「腰」「
脚」とマッサージが施される部位に対応して、その部位の凝り度合を示す複数の表示手段
(97)を具える。各表示手段（ 97）は複数の色を発光することのできるＬＥＤより構成され
る。各ＬＥＤは、赤色に発光するＬＥＤ素子と緑色に発光するＬＥＤ素子とが一体的に組
み込まれたもので、赤色ＬＥＤ素子のみが発光する場合は全体として当然赤色になり、赤
色ＬＥＤ素子と緑色ＬＥＤ素子の両方が発光すると全体として橙色になり、緑色ＬＥＤ素
子のみが発光する場合は全体として当然緑色になるものである。
【００３２】
凝り度合いは、前記脈拍センサー (52)、皮膚温センサー (53)及びＧＳＲセンサー (51)等  
からの生体情報に基づいて判定するものであるが、後述するように、各部位にマッサージ
を施しながら得られる生体情報に基づいて判定する。このマッサージは「揉み」「叩き」
「叩き揉み」という異なるマッサージを施し、各マッサージ毎に凝り度合いを判定してそ
の結果を夫々別個のＬＥＤで表示する。このため各部位に対応してマッサージ毎の判定結
果を表示するＬＥＤ（ 97）が横に一列に３個並んでいる。
【００３３】
具体的には図６で各部位（「脚」は除く）の最も左側のＬＥＤは、「叩き」のマッサージ
に対応した凝り度合いを示し、真ん中のＬＥＤは「揉み」のマッサージに対応した凝り度
合いを示し、最も右側のＬＥＤは「叩き揉み」のマッサージに対応した凝り度合いを表示
する。「脚」の部位は「振動」マッサージに対応した凝り度合いを示す。
【００３４】
また各部位において、複数のマッサージによる判定結果を上述のように表示した後で、後
述するように、その部位での凝り度合いの総合判定を行い、その結果、凝っていると判定
された場合に、表示する総合判定表示部（ 98）を有する。例えば、「首／肩」部が凝って
いると判定された場合は、「首／肩にこり感」の表示の左側にあるＬＥＤ（ 99）を点灯す
る。
【００３５】
図４は、上記マッサージ機の制御系の構成を表わしており、ＧＳＲセンサー (51)、脈拍セ
ンサー (52)及び皮膚温センサー (53)によって構成される生体情報センサー (５ )が、マイク
ロコンピュータからなる制御回路 (６ )の入力ポートに接続されている。又、制御回路 (６ )
の他の入力ポートには、マッサージ動作を開始させる際に操作すべきスタート釦 (54)と、
リラックスモードとリフレッシュモードを相互に切り替える際に操作すべきモード選択釦
(55)とが接続されている。なお図４においては、リモートコントローラ路 (７ )の各種操作
釦 (72)のうち、本発明と関係の深い上記スタート釦 (54)と、モード選択釦 (55)のみを示し
ている。
【００３６】
又、制御回路 (６ )の出力ポートには、前述の昇降用モータ (22)、揉み用モータ (31)及び叩
き用モータ (37)が接続されている。さらに表示装置 (71)が接続されている。
【００３７】
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制御回路 (６ )は、スタート釦 (54)が操作されたとき、モード選択釦 (55)によって選択され
ているモードで立ち上がり、先ず、生体情報センサー (５ )からの信号に基づいて後述する
予備マッサージの手続きを実行した後、後述する本マッサージの手続きを実行する。
【００３８】
図１０は、生体情報センサー (５ )によって検出される生体情報、即ち、ＧＳＲ、皮膚温及
び脈拍数と、自律神経系の活性の度合いとの関係を表わしている。図示の如く、自律神経
系の活性の度合いに応じて、ＧＳＲ、皮膚温及び脈拍数の変化が異なり、活性度が低いと
きは、ＧＳＲ及び脈拍数は低下し、皮膚温は上昇する。活性度がやや低いときは、ＧＳＲ
は横這いであるが、皮膚温は上昇し、脈拍数は低下する。活性度がやや高いとき、ＧＳＲ
は横這いから上昇し、皮膚温は低下し、脈拍数は上昇する。更に、活性度が高いときは、
ＧＳＲは大きく上昇すると共に、皮膚温は低下し、脈拍数は上昇する。
【００３９】
この様に生体情報が変化した場合、被施療者の心理状態としては、活性度が低いときは、
リラックスして気持ちの良い状態と推定することができ、活性度がやや高いときは、例え
ばこり部をマッサージしたときに受ける独特の感情である、痛いと気持ち良いの両方が混
ざった心理状態と推定することができ、活性度が高いときは、痛いと感じる状態と推定す
ることができる。又、活性度が中立のときは、気持ち良くもなく痛くもないニュートラル
の状態と推定することができる。
【００４０】
このことは言い換えれば、活性度が高いほど凝り度合いが大きく、逆に活性度が低いほど
リラックス度合いが大きいということができる。
【００４１】
被施療者の各部位に各種のマッサージを施しながら、ＧＳＲ、皮膚温及び脈拍数の変化を
検出することによって、図１０の関係から被施療者の各部位のリラックス度合いや凝り度
合いを推定することができる。この検出シーケンスは予備マッサージによって行なう。
【００４２】
予備マッサージは、先ず「叩き」マッサージを「首／肩」の位置で実行して、生体情報セ
ンサー (５ )によって検出される生体情報によって、その部位の凝り度合いやリラックス度
合いを判定する。その結果を表示装置 (71)の「首／肩」の位置に対応する３個のＬＥＤの
最も左のＬＥＤ（ 97）にて表示する。次に「叩き」マッサージを「背中」の位置で実行し
て同様にその部位の凝り度合いやリラックス度合いを判定し、その結果を表示装置 (71)の
「背中」の位置に対応する３個のＬＥＤの最も左のＬＥＤ（ 97）にて表示する。次に「叩
き」マッサージを「腰」の位置で実行して同様にその部位の凝り度合いやリラックス度合
いを判定し、その結果を表示装置 (71)の「腰」の位置に対応する３個のＬＥＤの最も左の
ＬＥＤ（ 97）にて表示する。
【００４３】
「叩き」マッサージが終わると、ふくらはぎをバイブレータ（ 90）を振動させてマッサー
ジしながら、同様にその部位の凝り度合いやリラックス度合いを判定し、その結果を表示
装置 (71)の「脚」の位置に対応する１個のＬＥＤ（ 97）にて表示する。
【００４４】
次に「揉み」マッサージを「腰」の位置で実行して、「叩き」マッサージの場合と同様に
その部位の凝り度合いやリラックス度合いを判定し、その結果を表示装置 (71)の「腰」の
位置に対応する３個のＬＥＤの真ん中のＬＥＤ（ 97）にて表示する。次に「揉み」マッサ
ージを「背中」の位置で実行して同様にその部位の凝り度合いやリラックス度合いを判定
し、その結果を表示装置 (71)の「背中」の位置に対応する３個のＬＥＤの真ん中ＬＥＤ（
97）にて表示する。次に「揉み」マッサージを「首／肩」の位置で実行して同様にその部
位の凝り度合いやリラックス度合いを判定し、その結果を表示装置 (71)の「首／肩」の位
置に対応する３個のＬＥＤの真ん中のＬＥＤ（ 97）にて表示する。
【００４５】
「揉み」マッサージが終わると、「叩き揉み」マッサージを「首／肩」から「背中」そし
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て「腰」へと実行し、同様に各部位におけるＧＳＲ、皮膚温及び脈拍数とから各部位にお
ける凝り度合いやリラックス度合いを判定し、その結果を表示装置 (71)の各部位に対応す
る３個のＬＥＤの最も右側のＬＥＤ（ 97）にて表示する。
【００４６】
同じ部位でもマッサージの種類が異なれば生体情報センサ (５ )の反応が異なる。例えば「
叩」マッサージより「揉み」マッサージの方がより活性度が高いとの結果が出た場合は、
叩きマッサージよりも揉みマッサージが良く利くものと推定することができる。
【００４７】
このように各部位において複数種類のマッサージ毎の凝り度合いやリラックス度合いを判
定した後で、後述する総合判定を行う。
【００４８】
図７は予備マッサージのフローチャートを示す。
【００４９】
先ずステップＳ１では、ＧＳＲセンサーから生波形を取り込んで、例えばセンサーから手
が離れていることによって生じる波形の異常が認められるかどうかを判断し、ここでイエ
スと判断されたときは、ステップＳ２にて異常の表示を行なう。異常表示は例えば表示装
置 (71)の全ＬＥＤ（ 97）を赤色に点滅させる。波形が正常であったときは、ステップＳ３
にてノイズ除去処理を行なった後、ステップＳ４に移行して、各フェーズ区間 (各マッサ
ージ動作、つまり「叩き」なら叩きを行っている期間 )におけるＧＳＲの変化を検出する
。傾きの検出には、例えば最小２乗近似によってＧＳＲの変化の傾きを算出する方法を採
用することができる。
【００５０】
又、ステップＳ５では、脈拍センサーから生波形を取り込んで、波形が異常であるかどう
かを判断し、ここでイエスと判断されたときは、ステップＳ６にて異常の表示を行なう。
波形が正常であったときは、ステップＳ７にてノイズ除去処理を行なった後、ステップＳ
８にて脈拍数を検出する。その後、ステップＳ９に移行して、各フェーズ区間における脈
拍数の変化を検出する。傾きの検出には、例えば最小２乗近似によって脈拍数の変化の傾
きを算出する方法を採用することができる。
【００５１】
又、ステップＳ１０では、皮膚温センサーから生波形を取り込んで、波形が異常であるか
どうかを判断し、ここでイエスと判断されたときは、ステップＳ１１にて異常の表示を行
なう。波形が正常であったときは、ステップＳ１２にてノイズ除去処理を行なった後、ス
テップＳ１３に移行して、各フェーズ区間における皮膚温の変化を検出する。傾きの検出
には、例えば最小２乗近似によって皮膚温の変化の傾きを算出する方法を採用することが
できる。
【００５２】
ステップＳ４、Ｓ９及びＳ１３の実行後、ステップＳ１４に移行して、図９に表わされる
ＧＳＲの変化ΔＧ、皮膚温の変化ΔＴ、及び脈拍の変化ΔＨの組合せから、被施療者の心
理状態「痛い」、「活性」、「ニュートラル」、「リラックス」を判定する。ここで「活
性」とは、痛いと気持ちよいの両方感じる場合をいう。そして「痛い」と「活性」は凝り
度合いが大きいとみなし、「リラックス」は凝り度合いは最も小さいとみなし、「ニュー
トラル」は少し凝っているとみなす。
【００５３】
図９は、図１０に示す関係に基づく自律神経の活性度合いの推定を定式化したものである
。ここで、ＧＳＲの変化の度合いを示す定数Ａ、Ｂ、ＣはＡ＜Ｂ＜Ｃの関係にある。
【００５４】
続いて、図７のステップＳ１５にて、各フェーズ (各部位での各マッサージ動作 )について
の凝り度合いの判定結果を、上述の如く表示装置 (71)に表示する。即ち凝り度合いの大き
な順に該当するＬＥＤ（ 97）を赤、橙、緑と色別表示する。具体的には、「痛い」と「活
性」の場合は赤色に点灯し、「ニュートラル」の場合は橙色に点灯し、「リラックス」の
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場合は緑色に点灯する。そして、ステップＳ４、Ｓ９、Ｓ１３、Ｓ１４及びＳ１５を各フ
ェーズの回数分繰り返した後、ステップＳ１６に移行して、各フェーズの判定結果から、
各部位における総合的な凝り度合いを判定する。
【００５５】
この総合的凝り度合いの判定は次のようにして行う。図８の総合判定のフローチャートに
基づき説明する。各部位においてマッサージの種類（この場合３種類）毎に凝り度合いを
判定してその結果を３個のＬＥＤ（ 97）にて表示しているが、各部位における３個のＬＥ
Ｄ（ 97）のうち、最も凝り度が高いと判定されて赤色に点灯しているＬＥＤの数が１個以
下なら凝り度は小さいと判定し、２個なら凝っていると判定し、３個なら非常に凝ってい
ると判定する。そして２個以上の場合に、総合判定表示部（ 98）の該当する部位のＬＥＤ
（ 99）を点灯させ、その部位が凝っていることを知らせる（ステップＳ１～Ｓ２）。同時
に各部位における３個のＬＥＤの点灯状態を以下のように変える。
【００５６】
即ち各部位において、最も凝っていると判定して赤色に点灯している数だけ、横一列に並
んでいるＬＥＤ（ 97）を左側から赤色に点灯させる（ステップＳ３）。
【００５７】
例えば「首／肩」の部位において、図１１に示すように「叩き」のマッサージに対しては
凝り度合いが最も大きくＬＥＤが赤色に点灯し、「揉み」のマッサージに対しては凝り度
合いが中程でＬＥＤが橙色に点灯し、「叩き揉み」のマッサージに対しては、凝り度合い
最も大きくＬＥＤが赤色に点灯した場合、総合判断は赤色ＬＥＤが２つで凝っていると判
定されると共に、図１２の如く３個一列に並んだＬＥＤの左側から２個のＬＥＤを赤色に
点灯させ、最も右側のＬＥＤは消灯させる。赤色に点灯しているＬＥＤが１個ならば、最
も左側のＬＥＤ１個だけ赤色に点灯させ（ステップＳ４～Ｓ５）、赤色に点灯しているＬ
ＥＤがゼロなら、全てのＬＥＤを消灯させる（ステップＳ６）。
各部位においてこのような総合判定結果をＬＥＤの点灯状態を変えて表示することにより
、凝り度合いがあたかも棒グラフで表示されたようになり、視覚的に効果が上がる。
【００５８】
図１１は総合判定する前の表示装置（ 71）の一例を示し、この状態を総合判定すると図１
２のようになる。この場合は「首／肩部」と「腰部」が総合的に凝っていると判断されて
いる。これらの図において、各ＬＥＤ（ 97）の枠の中を赤色の場合は縦の線で、橙色の場
合は斜めの線で緑色の場合は横の線で表している。またＬＥＤ (99)の枠の中は点灯状態を
縦の線で表している。
【００５９】
ここでは、赤色のＬＥＤだけ点灯して残りのＬＥＤは消灯させるようにしているが、緑色
に点灯させてもよい。
【００６０】
このような予備マッサージを行った後で本マッサージが開始される。本マッサージ動作は
、予備マッサージでの判定結果に基づいて、リラックスモードやリフレッシュモードに応
じて各部位に対して種々のマッサージ動作 (叩き、揉み、叩き揉み、ローリング等 )を順次
、施すものである。
【００６１】
リラックスモードでのマッサージ動作は被施療者のリラックス度合いを増大させるプログ
ラムであり、凝り度合いが大きくてそこをマッサージすると痛いと感じるような部位に対
しては弱めの且つ短時間のマッサージが施され、凝り度合いが小さく言い換えればリラッ
クス状態にあると判定された部位に対しては長めの時間マッサージが施される。
【００６２】
リフレッシュモードでのマッサージ動作は、自律神経系の活性度を高めるようなプログラ
ムであり、具体的には、凝っていると判定された部位に対して重点的にマッサージを施す
ようにしたものである。
【００６３】
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以上の実施例は、凝り度合いに視点をおいて凝り度合いを色別表示するものであるが、凝
り度合いとは裏腹の関係にあるリラックス度合いに視点をおけば、これはリラックス度合
いを色別表示していることにもなる。即ち、凝り度合いの大きな順にＬＥＤを赤、橙、緑
と点灯させているが、リラックス度合いからいえば大きな順に緑、橙、赤と表示している
ことになる。
【００６４】
凝り度合いの総合判定の代わりにリラックス度合いの総合判定を行うには、各部位におけ
る３個のＬＥＤ（ 97）のうち、最も凝り度が小さい（リラックス度合いは大きい）と判定
されて緑色に点灯しているＬＥＤの数が３個ならリラックス度合いは充分と判定し、２個
ならそこそこリラックスしていると判定し、１個ならあまりリラックスをしていないと判
定し、ゼロらな全くリラックスしていないと判定する。そして２個以上の場合に、総合判
定表示部（ 98）の該当する部位を点灯させ、その部位がリラックスしていることを知らせ
る。同時に各部位における３個のＬＥＤの点灯状態を、凝り度合いの総合判定の時とは反
対に以下のように変える。
【００６５】
即ち各部位において、最もリッラクスしていると判定して緑色に点灯している数だけ、横
一列に並んでいるＬＥＤ（ 97）を左側から緑色に点灯させ、残りのＬＥＤは消灯させる。
【００６６】
このように、総合判定においては、凝り度合いに視点をおき凝り度合いを色別表示するこ
とも、リラックス度合いに視点をおきリラックス度合いを色別表示することもできる。又
両方とも色別表示することもできる。この場合、横一列に並んだＬＥＤの一端側から赤色
を点灯して一端側から凝り度合いを表示するようにし、他端側から緑色を点灯してリラッ
クス度合いを表示するようにすればよい。
【００６７】
以上の実施例では凝り度合いやリラックス度合いを３段階に分け、総合判定する場合に最
も大きな度合いを表す色の表示手段（ＬＥＤ）の数で行い、総合判定表示も最も大きな度
合いを表す色で行っているが、凝り度合いやリラックス度合いをもっと多くの段間に分け
て表示してもよい。この場合、凝り度合いやリラックス度合いが大きいと判断する基準は
、最も大きな度合いなくともよく、総合判定に使う表示の色も最も大きな度合いを表す色
でなくともよい。
【００６８】
【発明の効果】
本発明によれば、生体情報センサーによって検知される生体情報に基づいて、被施療者の
凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定してその度合いを色別表示するので、凝り
度合いやリラックス度合いの程度を容易に認識でき、例えば凝り度合いに応じてマッサー
ジの強さや時間を調整するなどマッサージにいろいろと利用できる。
【００６９】
また被施療者の所定の部位に対して複数種類のマッサージ動作を施しながら各マッサージ
毎に被施療者の凝り度合い及び／又はリラックス度合いを判定して、各マッサージ毎に判
定した結果を区別して表示したので、これによって例えば被施療者はこの部位にはどのマ
ッサージが最も利くかの目安をつけることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るマッサージ機の使用状態を表わす斜視図である。
【図２】マッサージ機構の構成を表わす背面図である。
【図３】施療子駆動装置の構成を表わす背面図である。
【図４】マッサージ機の制御系の構成を表わすブロック図である。
【図５】リモートコントローラの外観を示す斜視図である。
【図６】リモートコントローラの表示装置の表示例を示す図である。
【図７】予備マッサージの手続きを表わすフローチャートである。
【図８】総合判定の手続きを表わすフローチャートである。
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【図９】検出シーケンスにおいて生体情報の変化から凝り度合い（心理状態）を推定する
ための関係を示す図表である。
【図１０】生体情報の変化と自律神経系の活性度との関係を説明する図表である
【図１１】表示装置の総合判定する前の表示例を示す。
【図１２】表示装置の総合判定後の表示例を示す。
【符号の説明】
(２ )　マッサージ機構
(21)　施療子
(３ )　施療子駆動装置
(５ )　生体情報センサー
(51)　ＧＳＲセンサー
(52)　脈拍センサー
(53)　皮膚温センサー
(71)　表示装置
(97)　ＬＥＤ（表示手段）
(98)　総合判定表示部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(12) JP 4007765 B2 2007.11.14



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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